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12回じゃがいも伯爵まつり
＆ふれあい広場
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ＩＦ、

薊
「第12回じゃがいも伯爵まつり＆ふれあい広

場」が９月12日、根室生産連馬事競技場前の南

中特設会場で開催され、家族連れなど町内外よ

り大勢の人達が会場に訪れ、じゃがいも掘りや

イベントなどを楽しみ実りの秋を満喫しました。

鐘
,`mil 

オープニングセレモニーでの「もちまき，

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
試
乗
会

子
供
に
人
気
の
乗
馬
体
験LＰ .‐ＱＪ．、
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出店銘力してくれた

ミルクロード(上）
農協女性部(中）
野菜生席綱今(下）
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当
日
は
、
早
朝
か
ら
の
雨
で
閥
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

午
前
十
時
の
開
会
式
前
に
は
雨
も
上
が
り
、
し
だ
い
に
青
空
が

の
ぞ
き
絶
好
の
「
祭
り
Ｈ
よ
り
」
と
な
り
、
い
も
畑
に
は
家
族

連
れ
が
楽
し
そ
う
に
シ
ャ
ベ
ル
な
ど
で
次
つ
ぎ
と
掘
り
上
げ
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
一
杯
詰
め
込
ん
で
い
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
川
部
達
也
実
行
委
員
長
の
挨
拶
に
続

き
、
松
賞
収
入
役
、
松
寅
観
光
協
会
長
、
高
橋
組
合
長
も
駆
け

つ
け
、
お
祝
い
の
崗
莱
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
恒
例
の
「
も
ち
ま
き
」

が
行
な
わ
れ
、
会
場
内
で
は
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
試
乗
会
、
子
牛
と
ふ
れ

あ
い
、
乗
馬
体
験
、
熱
気
球
試
乗
会
、
親
子
で
絆
（
Ｐ
Ｋ
合
戦
）
、

生
バ
ン
ド
演
奏
、
○
×
ゲ
ー
ム
入
会
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
で
は
じ
ゃ
が
い
も
の
塩
煮
が
午
前
と
午
後
に

醗
料
提
供
さ
れ
、
新
ジ
ャ
ガ
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
大
勢
の
家

族
連
れ
が
炭
火
を
囲
み
生
ビ
ー
ル
片
手
に
な
か
し
く
つ
ビ
ー
フ

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

松蒋収入役

け

３ 



中標津61.5％の入賞率JＡ 
☆ 北

海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ー

石

九
月
十
日
Ｉ
十
一
一
日
の
一
一
一
日
間
に
わ
た
り
、
早
来
町
共
進
会
場
に
て
北
海

道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
に
は
、
荒
木
敏
彦
氏
（
Ｊ
Ｈ
Ｂ
Ｓ
）
が
勤
め
ら
れ
、
道
内
は
も
と

よ
り
府
県
、
海
外
か
ら
の
エ
ン
ト
リ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

当
農
協
か
ら
は
八
戸
十
一
一
一
頭
の
出
品
と
な
り
、
六
一
・
五
評
の
入
賞
率
と

な
り
ま
し
た
。

「へ

全讃から集まつﾌﾞﾆ選りすぐりの乳牛た宅

成績結果

成績生年月日 出品者部 名 号

協村稔 l等６１AＩハピイイーストミノレホワイティローザ Ｈ１(1６２ 

Ｑ
」

F可

佐々木昭雄 ２弾４)冊アースイーストジュリープリンセス Ｈ］(昨Ｌ２Ｆｉ４ 

竹'１－鴫 ２擁３冊カーネーションスターチャール Ｈ１０．４．７ ４ 

微'１１千Ｗ〈 ３竿１Ｈｉ１ｉ119」２３（５ サイドバレーレクサスノロディアン

３聯１川囲沢頂ティーエムホープリードフ Ｈ９］０２F Ｇ 

久保IMI ２嫌Ｍ１1１９９２９ エクセルシアシャネル目

２禅２１ル久保IMIエクセルシアダーミネイト Ｈ９．７．１３ ７ 

ｉｌｉｌ１１.稔 ３弊l21Miハヒイイーストマラソンベッシーユーキ 119.3」７ 

l蝉４雁アースイーストアスターネッドゴールド 佐々木昭雄１１９」＿」８ 

川村・轆之 ２幕４１冊ﾘバービレッジロックリンマジュニパー 1１８－７．２７ Ｃ 
ｌ｣ 

椰正原正 ３鞭２１，冊サニーテ總一ルドラマチックアスリート 1１８．７．１８ ９ 

川村賊と ３鞭２脇シャーリイラスティトリプル l１６１Ｌ１１ 1１ 

理辮さん方も応掴に

Ｉ１１(Hi原ｉＥ２群３席1158.15 '３ サニーテ楡_ルスターフレリー

４ 

部 名号 生年月日 出品者 成績

３ ハピイイーストミルホワイテイローザ Ｈ１０．６．２ 禰村稔 l等６M；

４ アースイーストジュリープリンセス 1110.4.25 佐々木昭雄 ２鞭４)附

４ カーネーションスターチャール 1Ｊ1０．４．７ 竹'１．鴫 ２等３席

、 サイドバレーレクサスノロディアン 119.12.30 微'１１千秋 ３等 席

６ ティーエムホープリードフ 119.10.29 腐沢五 3鱸 脈

６ エクセルシアシャネル 119.9 久保剛 ２軒 席

７ エクセルシアダーミネイ|、 1１９．７．１３ 久保剛 ２鞠 )ﾊﾞリ

７ ハピイイーストマラソンベッシーユーキ 119.3.1 柵ｲリ稔 ３等 席

８ アースイーストアスターネッドゴールド １１９．Ｌ､１ 佐々木ⅡH鮒 I等４１mＩ

９ リバービレッジＫコックリンマジュニパー． 118-7.27 jil材・舷之 2霧４Ⅲiii

９ サニーーデーールドラマチックアスリート 118.7.18 IlIi正原ｊｌ： ３弊２１，勝

11 シャーリイラスティトリフ)し 116.11.11 ﾉ||村鱗と ３鞭２)Hf

1３ サニーテ綴一ルスター‐フレリーー 115.8.15 Ill(~IIi原ｉ｢！ ２群３雁



、

安でん
粉
工
場
操
業
の

全
を
祈
願
し
て

農
協
合
理
化
で
ん
粉
工
場
の
操
業
式
が
九
月
八
日
、
同
エ
場
で
行
な
わ
れ
、

十
八
日
か
ら
受
入
れ
開
始
、
十
九
日
か
ら
本
操
業
に
入
り
ま
し
た
。

操
業
式
で
は
、
高
橋
組
合
長
、
各
関
係
機
関
の
代
表
が
操
業
の
安
全
を
祈

願
し
玉
ぐ
し
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
で
最
後
の
操
業
と
な
り
、
＋
｜
月
初
旬
ま
で
の
期
間
、
三
十
万
俵
を

受
け
入
れ
る
予
定
で
、
現
在
エ
場
に
は
粉
フ
ブ
キ
、
紅
丸
が
受
け
入
れ
さ
れ
、

’
’
十
四
時
間
フ
ル
操
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。
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安全操業を願いスイッチを入れる高橋組合 昼
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てん粉市況 Ii[llr：111/袋(25k厘！「

[共計でん粉Ｂ月末賑

「
４共計でん 末 状況

｜「一｛

,腸鈴しょでん粉
（躍地倉渡し）

F5I~､． 2,375(2,250)～3,125(3,125） 

馬鈴しよでん粉
（川〔>;（介渡し）

２．５７５(2.450)－３．４５０(3.450） 
平成lOｲ|是瀧共i汁でん粉は、８)]未収配呆[;卜袋､'1り、

L4841リ（前年I1i111IIL7761I1）とIiiiｲ１２より少ない配分が続

いています。

販充状DlLについては、共iil激１１tの65.2弊（[iii年Iiilj9171

鯨）と依然厳しい状況が続いています。

輸入化lごでん粉
（姫)i(倉波し）

1.625～１．８７５ 

’ Ｌ740(Ｌ900)～ コーンスターチ

（）はIiiifl:ＭＩ９Ｉ

蕊依然として州j水jIl[の論IMlli肋企により、軟調なＩ２Ｕのでん粉,識、
ｉｲ丘(化l:でん粉の．f1,)にjⅡ]え、タイのタピオカのﾉ|:厳がI()年来の
Ｉｌｉｌ作兄皿しによ')、タピオカ１４１判のでん粉,1赫川ｲくら'肱化傾向で､ニ
オレ゛>輸入化I弓でんWiと[lIj埴でん粉の雛令激化が懸念されます。

５ 

,腸鈴しょでん粉

(厳地命峻し）
2,375(2,250)～3,125(3,]25） 

馬鈴しょでん

(Ⅱ〔京ｶﾞT渡し

分
,575(2,450)-3.450(3,450） 

輸入化ｌ:でん

(』〔ﾙ(倉波し

緋
､625～１．８７５ 

ﾆｺｰ・ンスターチ Ｌ74()(]’9()0)～ 



■■■■■■ 

･生浮b処理室の実態調査iIilii告
清
潔
、
安
全
な
牛
乳
販
売
は
、

生
乳
処
理
室
の
環
境
改
善
か
ら
。

農
協
で
は
今
年
の
七
月
か
ら
八
月
に
か

け
て
生
乳
処
理
室
の
爽
態
調
査
を
行
な
い

ま
し
た
の
で
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

蝿
な
ど
の
零
虫
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す

る
網
派
が
あ
る
生
乳
処
理
室
は
二
打
二
十

川
戸
中
四
十
五
戸
し
か
な
く
、
残
り
の
百

八
卜
九
戸
は
網
戸
が
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

処
理
室
の
消
締
状
態
は
良
く
な
い
処
理

室
が
一
五
訂
あ
り
、
床
の
洗
浄
が
不
十
分

な
処
卵
室
も
百
三
十
一
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
床
の
勾
配
が
悪
い
た
め
水
が
溜
ま
る

処
理
室
も
一
二
訂
に
兄
ら
れ
ま
し
た
。

搾
乳
器
具
の
洗
浄
や
牛
乳
処
理
作
業
に

卜
分
な
広
さ
が
あ
る
処
理
室
は
五
○
軒
に

留
ま
り
、
改
葬
を
要
す
る
処
理
室
は
二
七

訂
に
の
ぼ
り
ま
す
。

し
か
し
、
侃
九
訂
は
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー

の
回
り
を
人
が
歩
け
な
い
処
理
室
に
な
っ

て
い
て
、
パ
ル
ク
タ
ン
ク
Ｍ
り
の
洗
浄
が

さ
れ
て
い
な
い
刻
什
い
も
一
川
訂
あ
り
ま

し
た
。

生
乳
処
理
作
業
に
必
要
が
な
い
も
の
を

生
乳
処
理
室
に
掻
い
て
い
る
と
、
処
理
零

いて乳な境品ｌ）－時で状乳る１）た少まｆが
致い処牛改保今まｉ木代のと|ミルdjlヒバ出まがな照し必狭
しま哩乳善符１口’すとが乳乳でｊＷル荷し、かⅡ)’た災く
ます室をを場の゜なＨＨＩのす卯ク乳た六つＢＭ。とな
すのの版ｉ１ｌ１所調つ前競道。にはｆｉｔ。五た係恩’）
゜で篠売しと盃たに争外（１）ｑピ計りでわま
、理す逃し実乳迫や移ルー｜は１１音はれす
皆尖るめて態質｝）膿出ク計ク十い、るが
様励た、のが改、脇がのに時分処一存、
の会めii1fAl：示蒋農｜Ｍ１進容のにな哩部在全
ごな、潔乳すが｜伽のむ雌ぽ零照室にが体
協ど艇で処よ不・乳’'１が’）ｊｉｔｌﾘ１が照兄の
ノＪを協よ」、う可生硬、伴、が設あＩﾘI受二
を検でり室に欠産競地わ妓不備り器け丘
お討は安の、に者争域な近足がま具ら訂
願し生全環製ながのIHIいのすあしがれに

Ｆ急

牛乳処理室調査集計

チェツククチ ｿ ■■ 困
一
令
勾

囲
一
分 x:欝慰Ｏ：良い △：醤、 点検項目 Ｃ △ Ｘ 点 按 項

｜・■』一

IPF、

件数 割合 件数 割合 件数 割合件数 割合

(14.1） 

(2.1） 

(423） 

(0.0） 

(0.4） 

(59.0） 

(24.8） 

(０．９１ 

割合割合 件数 割合件数

僻Llu型室の戸の識ifhIf態僻Llu型室の戸の識ifhIf態 (75.21 1N (６４］ 176 1m 【１Ｍ］(26.5） 粥 (Ｍ」］タンクロリの桃iliiUmR 139 (59.4】 秘

換気護|ifの設世状態（網戸勿
何鷲）

(19.21 1１ 卿 (808） 4Ｆ 【0.0）(26.1】

■
ロ
ロ (２．１１ バルク蓋の状況 IGF (71.8） 6１ 

牛

バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
状
ね
仇

ﾋﾟｰｸ孔ｉｔにjtIする窓litjiii1H
状況

乳 Ⅱ《、の洸糀状態 (63.71 稲 (23.1】 3］ (13.2］ (4２３１ l4H (００１ 棚135 (57.7） （ 

処

排水の床勾配力極切(水が淵
まち向い）

パルクルl芽LIM１１}しロのi続
状況(lAl）

(120） 190 (812） 1６ (６．８１ 2８ 6７ (28.6） １１ 【0.0］167 [71.4】 瞳

宝
パルク甥LJiIl)出しロの枇撒
状況(外）

(15.0】牛乳処理室のilIjl1A状態 (61.5） 開 [2３５１ 3５ IUE (68.8】 7２ (30.8】 (0.4］ ]6１ 
班

状 |御などが|Niなどに|聯され
ている

(76.9） ８ (３４） 4６ (19.7】側(００】 138 (59.01 パルク周１１１を人力聯けるか 9１ (41.0） Ｉ 

呪

ﾊﾟﾙｸ１Mｍに不必要な物がiiAi
いてない

Ｉ (０．０１ 911 (38.51 iijiI1輔を談Wfしてい｣： 1J」 (61.5】(４．７１ 5８ (24.8】16Ｆ (70.5） Ⅱ 

:謀の洗瀞や｣桴し処理作業(二
充分な広さがある

パルクコック・ゴム,パッキ

ンの状態
(?Hﾖ１ 樋 (23.1） 6Ｍ (０．９１ llR (50.41 (3１６１ , lH8 (67.5） 711 

充分棚111ﾘ1識iiiがありlﾘIるい (29.91 (471 勝 (65.4） 7［ Ⅱ 

結腸設備により-1-分お湯が便
111できる

119（509）1061(ｲ5.3）９（３，８１ 

６ 

区分 点検項目

チェック

Ｏ：良い △：普通 Ｘ： 
改善を
要す

件数 割合 件数 割合 件数 割合
区分 点検項目

チェック

○ △ Ｘ 

件数 割合 件数 割合 件数 割合

バルカノカノーラーの塾

タンクロ')の朧iiiiUWU

ﾊﾞﾙｸ蓋の状況

ﾋﾟｰｸ\しｉｔにjtIする窓Htjiii｣［
状ﾙヒ

パルクルl芽ＬＩＭＩ１Ｉし11のijtiii
状況(1ﾉＩ）

パルク鍵LJiIり出しロの枇撒
ｌＩＷｌ(外）

139 

168 

135 

167 

161 

(59,4） 

(7L8） 

(57,7） 

(71.4） 

(68.8） 

6２ 

6１ 

6７ 

7２ 

(26.5） 

l） 

(0.0） 

(28.6） 

(30.8） 

3３ 

9９ 

(14.1） 

(２ 

(4２ 

(０ 

(０ 牛乳処理室の

'|乳l処理室の戸の識ifhlk態

換気鎧|ifの設iiH状態(網戸の
f撫）

１１稲の洗浄状態

排水の床勾配力極切(水が淵
まらない）

｣|乳処理室のiilihI}状態

176 

4５ 

1119 

190 

144 

(75.2） 

(1９ 

(63.7） 

(81 

(6１ 

4３ 

5４ 

1６ 

(１Ｍ） 

(0.0） 

01） 

(6.8） 

､5） 

1５ 

189 

3１ 

2８ 

3５ 

(6.4） 

(808） 

(13.2） 

(120） 

(1５ 

置状況 パルク周１１Nを人力聯けるか

バルク１Mｍに不必要な物がiif
いてない

パルクコ,ソク‘ゴムロパッキ

ﾝの状態

9６ 

165 

１５８ 

(41.0） 

(70.5） 

(67.5） 

1１ 

7１ 

(0.0） 

(4.7） 

(3Ｌ６） 

138 

5８ 

(5９ 

.8） 

(0.9） 

状況
洗iilなどがｉｉｉなどにlliMlfさ』し
ている

i髄櫛を談潰している

器具の洗瀞や｣i乳処理|燦に
充分強広さがある

充分棚111ﾘ1段liiがありlﾘIるい

給湯設備によ})１．分お湯が便
111できる

180 

14.1 

1１８ 

153 

119 

(7６ 

(6１ 

(50,4） 

(65Ｊ） 

(50.9） 

5４ 

7０ 

106 

(３｣） 

<00） 

(23Ｊ） 

(29.9） 

3） 

4６ 

9０ 

6２ 

1１ 

(19‘ 

(3８ 

(2６ 

(４． 

(３８） 



二次発酵防止の注意点

北根室地区農業改良普及センター

新
し
い
サ
イ
ロ
を
棚
け
る
に
当
た
っ
て
、

「
二
次
発
酵
の
注
意
点
」
を
、
お
さ
ら
い

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

｜
、
二
次
発
酵
の
影
響

．
、
次
発
酵
が
起
き
た
場
合
、
サ
イ
レ
ー

ジ
ヘ
の
彩
瀞
は
．
次
の
よ
う
な
も
の
が
拳

え
ら
れ
ま
す
．

①
採
食
蚊
・
噌
好
性
の
低
下

②
乾
物
含
般
及
び
消
化
率
の
低
ｒ

③
カ
ビ
に
よ
る
カ
ビ
藤
の
発
生

一
次
発
酵
し
た
サ
イ
レ
ー
ジ
の
給
与
は

下
痢
の
発
生
な
ど
の
疾
病
噛
加
や
、
ア
ル

コ
ー
ル
不
安
定
乳
な
ど
の
生
産
性
低
下
に

つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
、
妊
娠
牛
は
、
カ

ビ
識
に
よ
っ
て
流
産
を
起
こ
す
危
険
が
あ

る
の
で
、
二
次
発
酵
に
は
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

二
、
二
次
発
酵
が
予
想
さ
れ
る
場
合

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
二
次
発
酵
が
起

き
る
叩
能
性
が
高
い
の
で
、
開
封
時
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①
原
料
草
が
刈
り
遅
れ
気
味
だ
っ
た

②
調
製
の
際
に
低
水
分
だ
っ
た

③
切
断
長
が
踵
い

④
鎮
圧
が
卜
分
で
な
か
っ
た

⑤
密
封
が
遅
れ
た

以
上
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
空
気
の
催

人
を
防
ぐ
よ
う
に
、
何
度
、
近
行
を
全
体

に
の
せ
る
な
ど
の
対
策
を
灘
じ
ま
し
よ
う
。

一
一
「
二
次
発
酵
を
防
ぐ
に
は

附
封
後
の
二
次
発
酵
を
出
来
る
だ
け
防

ぐ
た
め
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
す
。

Ｒ肉

０ 

①
し
っ
か
り
近
石
を
の
せ
る

（
空
笂
の
侵
入
を
防
ぐ
）

②
取
り
出
し
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
る

（
．
Ⅱ
二
十
〃
’
一
一
一
卜
窄
の
ス
ピ
ー
ド

ト』）

③
空
気
に
触
れ
る
衣
而
職
を
少
な
く

（
平
ら
で
き
れ
い
な
取
り
出
し
面
）

④
取
り
出
し
川
は
被
覆
す
る

〈
出
来
る
だ
け
空
気
に
さ
ら
さ
な
い
）

☆
バ
ケ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ク
な
ど
で
取
る
場

合
の
注
意
点
（
剛
一
）

四
、
二
次
発
酵
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら

①
速
や
か
に
二
次
発
酵
部
分
｛
カ
ビ
）

× 
１２力 b、ザイレージをｉ１って

峠で､緯(が入るｌに、しやくり'二(f用
口、

犀雨

Ｇ 
内部に、糠1が入り込む

Ｏ 
ドに瀞ちたサイレージ誉
すくって総ＩＪ

Ｉごj;霧

サイロlviBに空き(⑪
謄入が小ihfL，

、

芒

を
破
棄
す
る

②
サ
イ
ロ
の
取
り
出
し
ス
ピ
ー
ド
を
涼

め
る

③
飯
石
な
ど
を
の
せ
て
、
熱
の
進
行
を

止
め
る
（
図
二

五
、
二
次
発
酵
が
止
ま
ら
な
い
時
は

二
次
発
酵
部
分
を
す
べ
て
取
り
除
い
た

後
、
三
次
発
酵
防
止
剤
（
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸

な
ど
）
を
散
布
し
て
、
再
度
、
密
封
し
ま

し
ょ
う
。

以
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
も
う
，
度
兄
放
し

て
、
二
次
発
酵
の
防
止
、
対
策
に
つ
と
め

ま
し
ょ
う
。

'１１巖

（化I聡獣[ｹ雛システム￥し'Ｆ禍２より）

図１サイレージ取り出しの注意点

図２重石の利用
jFYf(砂P足)など

(＃jllL顎梓及センター
憐農政;'f壷１１２６雄より】

７ 
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全
道
酪
農
教
室

1Ｍ 

庇
一
坐
瞬
獣
鰯

、
Ｉ

瀬

当
阿 腎臓

ＢＴ 

今年の参加者は全員女の子､ガンバツテマス

にＩｉ１ｊＩＬアたご食司発，;|・参て
牛学よ酪一しをサし根加傘九
を生Ｉ）農ｉｆまとツま別し道）］
'）の１７牧はしＩ）ポしＪま酪一卜
１１１リー室、たなロたＨし農一
ドグトに''二°がさ゜Ｃた教、
しル人参後（らと札と゜室卜
な１が加五ス乗ら'晩谷今が２
がプ集し時でしんにｌ７１１１ｕ１ＩＭ１１
らにままよ」１１いどｆ'］では催、
、分｝）しＩ）川（ひ_蒲飛別さ［ｉ１
牛か、た全IITとを俊行海れ米
のれ小゜道へと兄、機Ｊ、１１ｌＩ
ｌｊｌ、学企ジ移き’14翁にＨ六に
きりミノ'三道ユ1,1を、ｉ』てＣ人お
方際、各二Ｌ過撮で１１１［、がい

βF面、

蕊｝ 、

('鍵('鑓
>ダ

盤
Ｙ 

！ 
０ 

溌 ●
秋
の
収
穫
祭

Ⅲ 

’ 
量

を
満‘恩￣ 

一生懸命､牛をあやつる智子ぢや人

や
シ
ョ
ウ
マ
ン
と
し
て
の
心
柵
な
ど
わ
か

り
や
す
く
教
わ
り
ま
し
た
。
参
加
者
も
積

極
的
に
牛
を
引
く
な
ど
し
て
、
炎
爪
な
体

験
を
し
て
い
ま
し
た
。
リ
ー
ド
マ
ン
ス
ク

ー
ル
終
了
後
、
オ
ー
ル
北
海
道
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
炎
杉
が
行
な
わ
れ
、
当
ク
ラ

ブ
の
佐
々
木
忠
さ
ん
（
術
二
）
が
金
武
Ⅲ
脈

に
輝
き
ま
し
た
。
リ
ー
ド
マ
ン
ス
ク
ー
ル

を
終
え
た
卜
供
達
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行

な
い
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ヨ

｢￣ 

' 
④ 

い楽きし低Ｉ）てたｉｊこ参はも＝「
まし上ていに、てなろノⅢ好、人、ま
しみがいの桃シのつば者犬とが`|Ｔｉた
たなつま成城チヒてせｂにう参ｉﾀﾞ１１，
゜がたし采・ユやいを大忠き加の几
ら料たを女｜がまがきまぴし収Ⅱ
、｣１Ｍ．発のといしらなれを、極二
収と参椰了・じもた、じ収収〈*祭｜
椎アカⅡ。途やと｡じゃ』1k種にが三
のトＬＬはがと収やがもし’1'1〔行１１
秋ラた「、いう種がいままえな仁
をク組に１１６き後いもずしたオフは
１１Mｉシ子皮頃のびは６にまたじれ、
喫ヨはむの蝋を、Ｉｌｉｌ顔ず゜や、l1iIi
しン、さお撚使とりをで今が二八
てをでを手作つれをほ、年い卜のいつもお手伝いしてるから上手でしよ？

'８ 



暮
ら
し
の

知
エタノール利用法⑭ 

＝－－＝両一一＝

恩 北根室地区農業改良普及センター

【Ⅲ■

雑
菌
を
殺
す
の
で
、
災
い
を
抑
え
た
り
、

消
し
た
り
し
ま
す
。
た
だ
し
、
砿
は
ア
ル

コ
ー
ル
に
弱
い
の
で
、
岻
靴
の
場
合
は
内

○
消
臭
（
靴
の
内
側
、
樅
ゴ
ミ
、
グ
リ
ル

｛
往
脾
二

○
か
び
防
止
（
浴
室
の
犬
炸
・
雌
・
タ
イ

ル
、
洗
耐
所
の
水
ま
わ
り
な
ど
）

化
え
て
し
ま
っ
た
か
び
は
よ
く
落
と
し
、

肱
か
し
て
か
ら
光
分
に
ス
プ
レ
ー
し
ま
す
。

るす１にキまとん苑なく
のるザ気ン冷すこ゜｜'|；どんエ
でと’をＰの戯・ろかがになタ
、、のつゴＩ１ｉｆ（よびあ合<ノ
お紺Ｍ附けムの綿防るまスｌ
誠がのて部冊作IIzのせプル
しゆつく分除を仁でてしを
くるいだに仁陵も三伏１霧
だんたさは便うな度いすｌ次
さで部いかうとり拭てるき
いと分゜かときまきぐか仁
・れにまらきれすがだ、人
やスたなは、＄･いさ力れ
すブ、い、に細Ｉ）いツ
くしうよパ拭かま。’、ま
な｜’）うツけいせ椰細ん

○
台
所
用
品
の
消
毒
（
冷
蔵
応
、
ま
な
版
、

ざ
る
、
水
筒
、
ほ
乳
び
ん
、
祷
川
容
器

な
ど
）

派
射
の
前
に
他
う
エ
タ
ノ
ー
ル
（
エ
チ

ル
ア
ル
コ
ー
ル
）
。
そ
の
性
睡
を
ｋ
手
に
利

川
す
る
と
、
が
Ⅲ
の
藤
ら
し
に
い
ろ
い
ろ

椚
躍
し
て
く
れ
ま
す
。

Ｐ､ 
水
気
を
嫌
う
屯
狐
製
品
な
ど
の
搬
除
や
、

時
側
が
経
っ
て
淡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
需

水
を
薄
め
た
り
、
脂
や
域
の
つ
い
た
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
磨
く
の
に
も
使
え
ま
す
（
た

だ
し
、
砺
珊
や
カ
メ
オ
、
く
つ
叩
に
は
使

わ
な
い
こ
と
）
。

ｆ
ど
も
が
病
気
で
お
風
呂
に
入
れ
な
い

と
き
に
、
エ
タ
ノ
ー
ル
を
お
湯
で
ｌ
傭
凝

度
に
薄
め
て
、
畷
く
絞
っ
た
ガ
ー
ゼ
や
タ

オ
ル
で
体
を
拭
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
お

湯
よ
り
も
皮
牌
が
い
く
乾
き
ま
す
．
ｒ
ど

も
の
体
を
拭
く
前
に
、
大
人
の
腕
を
拭
い

て
み
て
刺
激
が
強
い
よ
う
な
ら
、
史
に
薄

め
ま
す
。
髪
の
毛
も
少
し
ず
つ
分
け
て
拭

く
と
、
シ
ャ
ン
プ
ー
で
き
な
い
と
き
で
も

さ
っ
ぱ
り
し
ま
す
。

側
に
ス
プ
レ
ー
し
、
外
側
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
瀧
魅
し
て
く
だ
さ
い
。

○
エ
夫
し
だ
い
で
使
い
み
ち
い
ろ
い
ろ

台
所
ま
わ
り
の
油
と
壌
の
ぺ
た
ぺ
た
が
、

す
っ
と
落
と
せ
ま
す
。
巾
や
ペ
ー
ハ
ー
タ

オ
ル
、
カ
ッ
ト
綿
、
細
作
な
ど
に
エ
タ
ノ

１
ル
を
含
ま
せ
て
拭
き
ま
す
。
い
つ
も
き

れ
い
な
耐
で
拭
く
の
が
コ
ツ
。
嬢
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
肺
仁
は
、
変
価
す
る
も
の
も

あ
る
の
で
、
Ⅱ
虹
た
な
い
と
こ
ろ
で
試
し

て
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
油
汚
れ
を
落
と
す
（
換
気
．
蝿
ま
わ
り
、

岻
卜
レ
ン
ジ
の
内
側
、
折
切
り
な
ど
）

伊弓

■ ■ 

エタノール使用上の注意

①よく燃える性質があるので、火気に近づけない

②lili発性があるので、ふたをしっかりする

使うときは換気をよくする

③ニスやラッカーの塗ってあるもの、スチロール樹

脂製,YJ、７１tK製１１,'１には炎而が変色してしまうので便

エタノールの特徴

①殺繭・iilj央効采があり、肋かびにもｲ｢効

②illlなどを溶かし、水にも溶ける

③無色途Iﾘjの液体で芳喬があり、揮発性がある

①おWVの主成分と1,1じなので安全

⑤マイナス114℃にならないと灘らない。
ｵﾌない

L 匙。 ` 

９ 



酪対闘陽支部

ｲベント夏の終わりを惜しむ已大

｜
●
０
■
－
０
０
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ｂ
０
Ｄ
０
｜
■
｜
■
０
０
０
０
Ⅱ
Ⅱ
一
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｉ
０
０
０
Ｄ
０
０
０
｜
■
０
０
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
ロ
ロ
０
０
０
■
０
０
．
■
■
｝
０
△
■
Ｄ
Ｏ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
｜
Ｆ
０
．
０
０
・
一
■
一
■
Ｉ
』
■
一
■
０
０
０
』
■
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
－
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
Ｉ
Ｉ
’

一
史
上
空
前
の
猛
暑
と
一
一
一
三
わ
れ
た
過
酷
な
夏
が
終
わ
り
を
告
げ
、
短
い
秋
到
来
と
い

一
つ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
夏
の
終
わ
り
を
惜
し
む
よ
う
に
、
一
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ

―
た
酪
対
開
陽
支
部
の
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｉ
０
ｌ
Ｉ
ｌ
ｂ
０
０
』
■
』
■
・
８
０
０
■
Ⅱ
１
０
０
｜
■
０
０
－
１
０
Ⅱ
Ⅱ
ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ロ
■
０
｜
■
｜
■
０
．
０
一
日
一
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
０
Ｂ
０
｜
■
９
．
１
－
０
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
」
■
、
．
■
０
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
０
０
｜
・
■
｜
■
０
’
５
一
日
Ⅱ
Ⅱ
１
０
・
Ｇ
Ｏ
Ｏ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
－
０
０
□
□
０
０
｜
■
０
０
．
０
０
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ

バ
ー
ク
ゴ
ル
フ
親
睦
会
を
開
催
。

xjIl）鯉）|鰄酪
|Ⅱ]てゴＩ)１１部ゴlTIに対
業・ルＩＩＭでル例あ｜}Ⅱ
人習うしはう司るドル
ー［１１場て、人奥|'lJ

lii'網脚賞ｉｉ
暫騰滅諦↓八
ん職の、ｌなをゴｕ
ら貝は’'１クい'ＩＨＩルー
招、、存ゴましブート
符ﾎ今別ﾙしむ場１１
選クｌＭｌのうた、で
手しが（大.（、中

く
の
小
雨
棋
様
に
も
「
附
天
決
行
」
を

？
を
〈
両
め
ミ
十
人
余
り
が
参
加
、
あ
い

術に

のたＴＴ１ｒ野あ大ど｜ﾉﾘlnliが術パまと
i(（参鼓沼思いｊ,ｔのうはらを１参しす
ヘカ１１.公ぃとの茶１，，甥クｌⅡlたる

蝋溌懸'1''’
噂'熟:鰯：
“ゼ鮒:縫和しににり[う狭辺タ

ビ鰄|輔電鍼&1Ｍ

佳亀

男性の部１位の木村さん(右）

な
く
て
、
小
野
ヤ
チ
公
卿
だ
く
や
」
と
ビ

ッ
ク
リ
し
ま
し
た
が
、
ど
こ
で
食
べ
て
も

お
い
し
い
焼
き
肉
を
恥
能
し
、
両
手
に
揃

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
豪
堆
傲
砧
〈
ポ
ト
ル

ワ
イ
ン
や
野
菜
）
を
手
に
し
、
大
満
足
の

一
Ⅲ
と
な
り
ま
し
た
。

が11'11'股iV[lの支なｌｌｉｊ千名しれ司石腿復'111の
京へImらＨ１部｜）llIilf魁のた当を化Ｌ室すはパ酪
ち到のれこかま敬外参がⅡ雌'１笈をへる、ス対
こ粁充までらし三の卯＼は認ガ兇･べ１１ヒツ｜＃１
め゜Ｉこしよのたさ犬椅水、し二物落〈組ア腸
て尺’二た性計がん気は当涼まＬし７１丁可イ〈１文
お気文・姉ら、のに、にをしをたへ涼ｌ１ｉＬ部
りが献一にいi17jULパパ児水た存後おレイ,iiをは

き\朔蝋縣腰Yi鮭ii洲’
らぎつ乗トつを（味出快旅食室一めダい」ｉ
にて、せクて肱スで発11i1i立しののてメまⅡ
、IIllll￣たり」けはすすぐつ、秋打ｊｌ〔’し」

鱗鱗ii騨蕊継灘'1１

ﾊﾞｽ旅行で
カニ翻茜喫。

ＪＰ蛍

蕊
鐘 ☆

上
位
人
波
村
は
次
の
と
お
り

（
女
性
の
部
】
位
Ⅱ
士
井
化
初
江
さ
ん
、

一
位
Ⅱ
山
川
和
恵
さ
ん

（
男
性
の
部
三
位
Ⅱ
木
村
正
司
さ
ん
（
ホ

ク
レ
ン
）
、
二
位
Ⅱ
加
藤
一
己
さ
ん
（
ハ
ィ

リ
ー
ド
人
了
授
精
所
）

喫ｆｉ〔をへ人し司所なと家
しけパととた化をがキヤルミ
たとチ足参・咲確らい迎
パなりを力'1そか係ら「liiL
スリ･述組のニし、射で
シま犬ぴ今後Ｌ、参し人
アし気、ｔ１，を令加のに
｜たが１１の｜Ⅱ}食貝椅ダぎ
とが奥本７Ｔドルベ揃はブわ
な、すの芯地るつ、ルい
り秋ぎ雌で[Ｘこて｜ⅡＩパ｡

轆縦蕊iii
liMiお典'1111数ま様場け気

公
卿
は
、
快
晴
の
Ⅱ
雌
Ⅱ
と
あ
っ
て
か

祭
り
会
場
」
へ
と
到
杵
。
会
場
と
な
っ
た

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
「
根
室
力
一
一

－
ル
ダ
ウ
ン
し
て
い
て
ガ
ッ
カ
リ
。

て
の
申
行
も
老
朽
化
（
？
）
に
よ
っ
て
ス
ヶ

気
を
取
り
血
し
て
『
行
は
、
行
線
の
〆

磯
蕊蕊

藷
ウロ

幻
毫
扉

10 



卓へ旬のおいしき

●●●●●②●③●●●●●● 
．、１属号付録。｡@ ＩＣＳＵ■ｐ■■●ごＤＬｑ

F可

Lu｡』」

旬の銅:Jはあまり手を加えなくても格別の味ですも

わが家の定恭にしたい 手作り食品とその応)|j料理を

紹介した｢お凋狐１１カレン グー3661。

騨議え

庁
呵
■
』
巧
」

ＥＤＣ０年

鐵
囚’

お料理カレンダー ｌ１Ｘｉ 

ＢＢＳＥｌ 〆面

' 

今日もおいしい､毎日が元気ノ

灘（
） 

●毎日の献立づくりに役立つヒントが盛りだくさん。

●身近な材料、自家生産物を使った簡単でおいしい常備菜や

お菓子が登場

●カロリーと栄養バランスに気を配った日本型食生活メニュ

ー中心

叺写

[■ U|聖高iii:}： １ ￣ 
「

お申し込みは１１月６日までＪＡ企画課まで

■■■の■■■凸■■●●｡●■□■●■■●●●｡■■●■■凸●■｡＆■■■●■●●■■．①■■■■ら■■■■■■■●■■■■■■■■￣■■■■●■巳●■■■■己[

●材料

スルメイカ(新鮮なもの)…２はい

Ａ（塩…小さじ２酒…大さじ，）塩

◇作り方●へ

⑪イカはわたを破らないように足を抜く。

胴はえんぺらを取って皮をむき、１枚に開

く｡それぞれを細切りにする。足はわたを

切り離し、吸盤をこそげ取って３cm長さの

細切りにする。

、ビニール袋にイカの胴､えんぺら､足を入れ、

Ａを加えてからめ､冷蔵庫に入れておく。

⑬わたはすみ袋を取り除き、塩大さじ，をま

ぶしつけてバットなどに入れ、ラップをか

けて常温で￣晩おき、余分な水分を抜く。

ボウルにわたをしごき出してなめらかにな

るまで混ぜる。

⑪わたのボウルに、水けをよくふいた②のイ

カを加えて混ぜる。

メモ保存期間は冷蔵庫で１週間以上。毎日

かき混ぜること。③の塩締めした状態でわ

たを冷蔵保存(冷蔵庫で約，力月）しておく

と、いつでも自家製塩辛が楽しめる。

イカの塩辛

■ 

■ 

￣ 
ﾛﾛ ’１１■ １ 

1１ 
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中
標
津
小
学
校
三
年
生
が
武
佐
地
区
、

高
橋
牧
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

朝
市
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

中
標
津
町
野
菜
生
産
組
合

九
月
二
十
四
Ⅱ
、
中
標
鞭
小
学
校
の
三

年
化
間
人
が
校
外
学
稗
の
一
環
と
し
て
蕪

一問一答する高橋さん

鱒
産
業
で
あ
る
酪
膿
に
つ
い
て
、
戯
佐
地

区
の
高
橋
牧
場
を
兄
学
学
習
し
ま
し
た
。

施
設
を
見
学
し
な
が
ら
生
徒
達
は
、
思

い
思
い
に
術
橋
さ
ん
に
、
「
こ
こ
に
い
る
↑

は
、
オ
ス
で
す
か
メ
ス
で
す
か
」
「
牛
は

何
頭
い
る
の
で
す
か
」
二
日
何
回
乳
搾

り
を
す
る
の
で
す
か
」
な
ど
質
問
を
し
て

い
ま
し
た
。
１

ま
た
、
牛
に
さ
わ
る
の
が
初
め
て
の
生

徒
も
い
る
様
で
、
感
想
を
聞
く
と
「
目
が

か
わ
い
い
」
「
思
っ
て
い
た
よ
り
、
お
と

な
し
い
』
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

今年も多くの消蕊者でにぎわった朝市

「盃
行計しの来し年の菜に
きをてま｜)卜|が今た度'|ﾘＩ化ｌｌＭｊｉ

詫蝋'た！良`':。の巾艫催m

Jiih蕊iｉ
艫

｢T1i 

Illilii1hiiiiLiiliiiIIiiIlIiil1iili1llifiJ 
釧,,:,覺iTE
U1l劇一，
、＿…－■工全･－

、
Ⅲ
蝶
鳳
ハ
ノ
靹
咄

’ 国
富
『

、
醐

声
嶽
曰

『
乢
鰄

､虫

品：

Ｌ’ 

'￣ 

瀞
■■■ 

。
■

腫
乞、-１

蝋
Ⅲ
繩

Ｉ ＩＩＬ 

脚１ 
Ｍ 

Ｉ
 

ｒ 
■ 

Ｉ 

「 L 

｡日時１０月16日⑫受付12:30~開会13:00

．場所中標津町寿宴大ホール('01537-2-9611）

･講演「おいしいチーズの秘密」
講師１１１川定敏氏(東京ﾁｰｽﾞ&ﾜｲﾝｱｶﾃﾞﾐｰ講師･ﾁｰｽﾞ熟成管理士）

●海外及び道内のナチュラルチーズの展示＆試食
進ぴhkかれたチーズを見て､lLkわってみてFさい。

■主催根室支庁･農家チーズを作る
画問合わせ先★根室支庁農業振興部農務課企画調整係′01532-3-6131内2714

☆農家チーズを作る会代表三友由美子‘01537-3-3986
し 」

'1２ 



割鋼OG趨と今月の出来事を紹介します七
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■ 
印

｢よ－し、これは蓑んだよＩ

まけⅡ｝をとはリ没まパル
し、し出入、こに！？し１フノし
たにたしハⅡの行騒たク場）ｊ
・ぎりたツ頃大な勅・ゴに＝
やとリスの会わでニルて｝・
か、、ル練をオＬ１ｌ］のう、二
にさホ・習待ま止人大女Ｈ
楽す’はのちしに全会性、
しがルリ成わたなはが部森
<のイき采ぴ゜つ、盛中林
汗腕ン’）をてて昨大堅公
を前ﾜす発い以年にと隙1
流をンざ１１１（た米、）)１１１ザパ
し見がてし参ニク催莱｜
てせ飛Ｏよ加年マさ会ク
いつぴＢう荷ぷ出れのゴ

（
 

壁
○
す
が
の
腕
前
を
披
露
。

￣ 

一■

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

南
部
連
合
会
大
運
動
会
青
年
部
中
標
津
支
部
花
川
昌
典

今
年
で
ト
ー
回
、
を
迎
え
る
巾
標
沌
南
部
迎
へ
川
合
大
迦
動
会

が
、
几
川
Ｉ
九
Ⅱ
に
Ⅲ
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ⅱ
は
ま
ず
ま
ず
の
犬
候
で
午
前
几
時
よ
り
ラ
ジ
オ
体
操
、

徒
競
走
の
順
で
始
ま
り
、
午
後
二
時
一
一
一
十
分
噸
、
妓
後
の
競
技

の
部
落
対
抗
リ
レ
ー
ま
で
閲
児
を
含
め
、
参
加
者
や
輿
入
き
な

ケ
ガ
も
な
く
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
餓
品
を
丁
に
秋
空
の
も
と
．
Ⅱ
を
楽

し
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

我
々
行
年
部
員
は
も
と
よ
り
保
育
所
の
父
兄
、
、
毅
参
加
の

お
父
さ
ん
達
も
Ⅱ
頃
の
迎
励
不
足
が
た
た
っ
て
か
、
思
う
よ
う

に
足
が
動
か
ず
各
競
技
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
。
次
の
Ⅱ

は
想
像
ど
う
り
筋
肉
痛
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

女
性
部
中
堅
・
青
葉
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

大
会
終
了
後
、
森
林
公
卿
内
で
表
彰
式

を
兼
ね
て
、
懇
親
会
を
行
な
い
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

［
中
堅
の
部
］

一
位
、
縢
原
批
志
子
さ
ん

二
位
、
佐
々
木
美
忠
子
さ
ん

三
位
、
二
輪
樹
美
江
さ
ん

［
青
葉
会
の
部
］

一
位
、
西
村
八
近
十
さ
ん

二
位
、
川
代
寓
卜
さ
ん

三
位
、
半
沢
利
洋
子
さ
ん

釧
持
蝋
子
さ
ん

〆､

寧互

,｡"〃3D】鰯 ~静．蕊…ｒ 

⑤ 

■
』

灘 篭ｒ 

、□■ 

蕊

霧

、
凶 :（ 

雨
Ｈ 

蕊。＿識

Ｐ
．
』ＶＩｌ 

ｐ」ﾅーニ

■～ 

￣■ 

．＝、

蕊

＿Ｚ＝■ 

■汗をかいた後のジュースはおいし－＿

1３ 

蕊州川縛柵介賊
］ 



盛りだくきんの盛し物で
楽しいお祭りになりました。

一
」

各
地
区
の
秋
の
お
祭
り
の
小
（
Ｅ
［
〕
す
が
各
支
部
の
青
年
部
よ
り
寄
稿
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

LＬ 

青年部武佐支部

藤原智樹
武佐神社祭

厳年･恒例となっています武佐ﾈI|'社祭が、９月14,と

1511に行なわれました。

141｣の夜は、「|リム、上武佐それぞれの神社の境|ﾉﾘで

焼肉パーティーをしながら、楽しい夜の－時を過ごし

ました。

ｌ５１Ｉは、Ｉ１ｒｌ１パークゴルフと子供抓撲大会がそれぞ

れ行なわれ、参力||したみなさん上位をＨ指し鯉ﾙﾘされ

ました。

夜には、合同で学校の|ｲ角育館で太鼓や大正琴、ゲー

ムなど盛りだくさんで、小学生のヨサコイなども披鱒

して、夜の史けるのも忘れるほど盛l）上がり、今iIZも

楽しいお祭りが終わりました。

■■ 

開陽八幡神社祭青琶騨熟、

み
こ
し
を
か
つ
い
で
市
街
を
練
り
歩

く
な
ど
、
祭
り
ム
ー
ド
一
色
。

こイオフ
焼ズた１%｜
きなり陽
、ど行八
綿のな幡
あ色オフネ''１
め々れ社
ななま祭
ど１Ｍ；し、
のした秋
販、。ま
光そ十つ
をしＩｌＬｌＩ）
してⅡが

まＩ)Ｍの）し
し|場前月
た青夜｜・
・年祭ｕｑ
ｉｌｌでⅡ
に（ま゛
よ、十
る力］１．
ビラの
ｌオーニ
ルケⅡ

、や１１１］
たクに

f~､、 》
誼識 ） 

０
 

蓬
L 

■ 

蕊億篝曇臘！

字
、

しいの午命ピリを

|<ｉｆ中；鮒'}ぞｌＬＬ１

蓬|灘１
k鰯黙簾

､‘ｒ職１

分■

■」

戸

Ｉ 

畷

、印一

PEd系

Ｆ･蕊
．且

灘

み
な
ぎ
ん
お
祭
り
気
分
厩

を
味
わ
い
ま
し
た
。

たんパまのllliiた
・そ｜‐卜し縦り゜ノＬ
ｌＬク五た腿あ天）］
ぞゴ１］。なり気ト
オしルはス、に囚
にフ元テゲもⅡ
お人気ツ｜めに
祭全一プムぐ供
ｌ）、杯あ、ま落
気ソなＩ）ォれの
分フ子と１，ｉｌｌｌ
をト供たクｉｉｉ祉
存ポ達いシ夜ま
分｜にヘヨ祭つ
にルよんンかり
楽なる８，らが
しど机’）連歌あ
みみ摸あ谷あり
まなやが会’）ま
しさ、り」を、し

俣
落
神
社
祭霧

Ｉ 

青
年
部
俣
落
支
部

岩
井
一
厚
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１ ｎ月1B曰､１９曰は トルコ台湾大震災に
対するＪＡグループ
支援募金のお願い

Ｆ■￣胡

屡雪 ￣ 

一曰皆貯金
｣ 

大きく育てよう農協貯衾 ８j]17[1にトルコ北lHi部で発生した人地震の被77は、

これまでに死者約１〃４下人、負傷料２〃７千人以｣zに

らのぼ')、現在も住居や家財を失った多くの人々が、長

期間に'ＴＩ)厳しい/'三活を強いられています。

また、９Ⅱ21i]に台湾Ⅲ'１部・爾投県で発'|こしたﾉJ山獲

の彼霄は、これまでに死荷約２千人、負傷荷７千人、行

方不W１３千人にものぼり、現在もその被笘が｣iiえている

状況にあります。へ

このような状況の''１で、ＪＡグループはトルコ共和|]：｜

と台湾の被災:勝に対する救援活動の奴組みとして、卜記

により全圃の弊金iiITⅢ))を笈施することといたしました。

つきましては､1,1j凶の大地鹿の現状をご理解いただき、

脇かいごMﾙﾉ｣を賜I)ますようお願い｢'1しＩげます厨

１０月18曰、１９曰は農協の－□皆貯金の曰です。

会年も職員が皆様の各家庭を訪問し、集金に伺い

ますので、よろしくご協力お願い申し上げます。
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刃■壼買

●実施期間

トルコ大震災

台湾大震災

●募金箱設置場所

平成11年９月～10月末日まで

平成11年10月１日～11月１９日まで

ＪＡ事務所、Ａコープ中標津店
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十
二
月

低
気
脈
の
辿
過
後
は
冬
醐
の
気
圧
配

澄
と
な
り
、
平
年
と
同
様
、
日
本
池
川

で
は
鐘
り
や
噂
の
Ⅱ
が
多
く
、
太
平
洋

側
で
は
崎
れ
る
Ⅱ
が
多
い
兄
込
み
で
す
。

がｌ１は圧笂十
人が平配圧天一
き多〈}邑瀧の気月
いいとと衿は
でＩ,,ＬｍなのIlM
し込様り迦期
よみ強、過的
うでり１１後に
・すや本は変
。胴海・わ
文ｉまＩ１１ＩＩＩゲリ
１Ｍたの冬ま
のは地Ｊｉ１す
変’'ｉ方のが
動ので気、

｜
ニ
ヵ
Ⅱ
間
の
降
水
雌
は
平
年
並
で
し

よ
、
プ
ロ

れⅡｻﾞ後｝iii年大十可にい十
る窪１ｔ半と』{エノ〈能ｌノリ可三月

Ｉiii灘Ⅷ灘
蠅Ⅲ脈ｉｉｌ１：繕.棚
難轆關罎
・ビ隣‘です率'１２
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ｓ
力
目
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=新､JAの自動車共漬安心が￣￣～へジ

轍臘

文
月

；
Ｉ
 ＩＤＩの ､人身|霜保障特約ibl登場。

、

わ
起
し
、
末
村
時

事
鐡
に
あ
っ
て
毛

事
故
署
談
こ
し
て
毛

隠
臆
時
万
全
で
古
。

－－￣－－－－－ 
、

／私には、
′ 

／ＪＡの認寓

自動車共済が

|あるからね。／

~、－、（
、、

、

安凪
パック

■ 

； 

ノ

夕

一～ ～ 
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■ 

:人身１幕害事故での共済金請求窓：
:ロは､ＪＡ共済だけで大丈夫ごす｡：
● 

：人身(鱈保障特約なら､示溌を待たずにJAが宍;罐を｡
、お支払いし､掲義の過失分についてはJAが相手方に求：

:価しますので､面倒な交渉に煩わされることがあ}>ません。．

従来の自動車共済
⑨車両共済⑨対人賠償共済
⑳対物賠償共済⑨搭乗者傷害特約

従来の自動車共済
⑥車両共済○対人賠償共済
○対物賠償共済⑥搭乗者傷害特約r、

＋ ＋ 
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● 

● 

● 

● 
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’ 人身傷害保障特約一 ○八》Ｕ
共
済
金
の
ご
請
求

車両諸費用保障特約(鱗
･■-.-＝､ロ／

もっと安ＩＥＩ､車両諸費用保障特約。

と

～－￣ 

⑪あなたの過失部分も保障
これまで自己負担となっていた過失部分を､あなたの
過失の有無を問わず､共済全額の範囲内で人身傷
害保障特約損害額基準によりお支払いするもので屯

里p示談を待たずにお支払い
示談の解決を待たずに､ＪＡから共済全をお受け取り
になれます｡また､面倒な示談交渉に煩らわされません。

③搭乗者や家族も保障
運転者はもちろん､搭乗者の死亡やケガも保障｡さ
らに､ご本人やご家族については歩行中などの自動
車事故についても保障しますも

④あて逃げやひき逃げによる事故も保障
あて逃げやひき逃げによる事故で､ご本人やご家族
が被った人身損害についても保障しま説

事故の場合に車にかかる様々な費用をお支払いす
る塒約です｡さらに､全損時の聾時費用共済会が、
これまでの5％･10万円限度から､１０％･20万円限
度まで大きくアンプしま塩

Ｊ代車費用共済金
代車としてレンタカーを借Ｕた場合にはレンタカー
費用をお支払いします６坪強の日から30日を限度とし、
共済全日額臆車種･排気迅ごとに一律でﾂﾞ】

｢2陸送等費用共済金
事故により自走できなくなった事故車を､修理後
に搬走するために要した費用をお支払いしま夷
(１回の事故につき10万円を限度）

宜宿〉白費用共済金
事故により緊急に宿泊した場合の宿泊費用を
お支払いしま塩(１回の卵故につきi名あたり1万円を限度）

４積載動産損害共済金
平に積んでいたモノが事故により壊れた場合にお
支払いしま寵（１回の塩故につき30万円を鯉I転，

マ
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(保険会社等）
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鬘薑,ＪＡ共済
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第
う
回
理
事
会
の
経
個

開
催
Ⅱ
時
平
成
１
－
年
几
月
Ｉ
Ⅱ

附
催
場
所
中
標
津
町
農
協
中
会
議
室

〈
決
議
事
項
〉

「
規
程
類
管
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

一
一
、
職
員
組
合
か
ら
の
要
求
に
つ
い
て

三
、
平
成
十
一
年
度
で
ん
粉
糠
算
方
法
に
つ

い
て

四
、
平
成
十
一
年
度
で
ん
粉
Ｔ
場
操
業
計
阿

に
つ
い
て

五
、
貯
金
端
末
機
の
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

六
、
全
酪
連
に
対
す
る
噌
資
に
つ
い
て

七
、
経
営
机
談
課
の
噸
両
史
新
リ
ー
ス
契
約

に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

て
生
乳
処
理
室
の
調
究
結
果
と
今
後
の
対

策
に
つ
い
て

二
、
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
導
入
意
向
調
表
結
果

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

三
、
障
害
薪
の
腿
用
に
つ
い
て

川
、
几
九
系
統
配
合
飼
料
取
扱
拡
大
運
動
に

つ
い
て

９月の組合曰誌

１日第２回管理購買委員会

２日第７回青年部役員会

第２回Ｊｒホルスタインク
卜＋１－十九八ヒノ《五’'1１二二~へ六1m
三二~て、、、に、つ、、貝、に、つ、繭、報、、
、、、各ミ乳つＴい」1ｚ’'二に’'１つ酷い生業１ｚ告役ｌｉｌ
ＬＩ昌貯イ}三連ル製い成て成のつ標し、膿て乳に成事貝店
乳金活等ク品て十｜‐鉾い津てへと|こつＩ項挑舗
/}：推店のの丁一一熟てり1Jル産い－Ｖ察挫
瀧進舗配Ll1L場１１二年対腱パ力て年研物
状のの当の・度度策脇’確度修の
況Ｊ１ｊｃ供金状牧生’'１にiil（傷保七の利
に組給・況介乳途つ脱漏対地日用
つ仁状別にのｉｌｌｉ）lllい対時策利程に
いつ況戻つ状給原て策利ｊｌＦｎｌ仁っ
ていに金い況全科姿１１１業型つい
てつ等てに交乳ｎ瓦の酷いて
いにつ付１１m会助リミ農て
てついｉ汁格新２１；施推
いて向に役業に進

ラブ運営委員会

４日第２回女性部支部長会議２回
Ｐ、

馬鈴しょ耕作者全体会議

６日第３回酪農ヘルパー利用

組合役員会

７日農業法人研修会

８日合理化でん粉エ場操業式

９日平成11年度畜産再編総合

対策事業堆肥舎エ事入札

10日第７回理事会

１２日じゃがいも伯爵まつり＆がＬ

ふれあい広場
ニニート＋｝‐l‐ｌ‐

果十計１－ジー!‐十ｍ]キー'－１－１．い十ノＬに八畑七に六J７．
に／《iiljilfヤ四三のニプ_て、、つ、’１三、つ
つ、に、１，，調、し、鑑ぺい大物畑い，馬人
い馬つ西誌平版印原スで。｛ネイて根政作て鈴根
て鈴い暦の成売に科_ん協オ）Ⅱ策物しの
して二作卜事つ馬の粉談フ農｜[in政よ’坂
よ○成一業い鈴売工会対業格策採売
．○に年のてし１J場視策機に並祇状
ｉＦｌｉ○つ度状よ契Ｗｉ］察に械つぴlili1況
菜年い版況受約定研つ施いに黒に
坪１N]てデに入に資修い設て下あつ
堀題イつにつｊ蕊のての旗しい
調危スい側いへ報賃十病て
壷機クてすてス（'テ梢一の
の管ロるに奥年発
結理’党パっ約躍化

－１－ 
てｌノリ

も

１３日生食ｶﾛｴ馬鈴しよ全体会

識 肉
牛
化
産
施
設
の
入
札
結
果
に
つ
い

22日第６回青年部調査・広報

委員会

根室管内乳質改善協議会

27日根室支庁ふん尿新法説明

￣ 

〈
室

28日役員研修～30日

、ノ

光|鏑i#霞i濾薑i三大肱:豪
、〃

の
｡ ■ 

6m 

圓家の光家計簿(日記兼用)冒謡鱸jﾙﾝﾀﾞｰ366曰宿eooo年
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己ｇ》◎二・田、

乱

懐し髻士さ一枝の孚真

昭和30年代オート＝請車

この部落ではまだ２，３台しか入

っていなかった。

運搬業務に活躍したものである。

中村でん粉エ場所有

写真提供房川喜延氏

ぽべ
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